
 

令和３年度 学校経営の方針と重点 
                              

はじめに 

 公教育として、憲法、教育基本法等、学習指導要領及び北海道教育推進計画、日高

管内教育推進の重点、新ひだか町教育行政執行方針等に基づき学校経営に努め、学校

教育目標の具現化を通して調和の取れた一人一人の人格形成を目指す。 

 また、学習指導要領で重視されている①生きてはたらく知識技能、②未知の状況に

も対応できる思考力判断力表現力、③学びを社会や人生に生かそうとする学びに向か

う力・人間性等について、子供達に身につけさせ、様々な状況下でも課題を解決でき

る力を育てる。 

 さらに、自己評価や保護者アンケート等から本校の課題が明確となり、その方策を

学校経営の重点として位置付け、全教育活動の中で課題解決に取り組んでいく。 

 そのためには、保護者・地域に開かれ信頼される学校づくりを基盤として、教師自

らが切磋琢磨し、指導体制を確立し一丸となってその職責を果たす。 

 

１ 本校教育の基底 

 （１）教育目標の系列 

   ◎日本国憲法 ◎教育基本法 ◎学校教育法 ◎学習指導要領  

   ◎関連法規 

 （２）北海道教育推進計画 

   【北海道教育の基本理念】 

   ◎自然豊かな北の大地で、自立の精神に溢れ、夢や希望の実現に挑戦し、これ

からの社会を担う人材を育む 

   ◎心豊かに、ともに支え合い、ふるさとに誇りを持つ人を育む 

   

２ 日高管内教育推進の重点 

重点１ 未来社会を切り拓くための資質・能力を一人一人に確実に育む学校組織の

活性化 

○年度の重点教育目標、育てたい資質・能力の一層の具体化と教育課程への明

確な位置付け 

○学校評価の複数回実施などによるカリキュラム・マネジメントの強化 

○主任等の役割の明確化による校内組織の運営機能の強化 

重点２ 魅力ある学校づくりに向けた『働き方改革』の推進 

○教職員の実感を伴った『働き方改革』の推進 

○個人に細分化された校務分掌の見直しなどによる連携・協働体制の強化 

○学校間のネットワークの構築 

重点３ 日高の将来を支える教職員の育成 

○時代の変化を先読みし、常に授業改善に取り組む教員の育成 

○組織に変化を生み出すミドルリーダーの育成 

○常に変化し続ける人材の育成 

 

３ 新ひだか町教育行政執行方針（学校教育関係分のキーワード） 

◎ 主体的・対話的で深い学びの展開 

◎ 計画の改善と指導に活きる学習評価の実施 

◎ 家庭学習と補充的学習の充実 

◎ 外国語（英語）教育の充実 



 

◎ キャリア教育の充実 

◎ 豊かな心と健やかな体の育成 

◎ 「特別の教科 道徳」（道徳科）の充実 

◎ 望ましい家庭生活習慣の確立 

◎ 体力・運動能力向上の取組の充実 

◎ 特別支援教育の充実 

◎ 健康安全教育の充実 

◎ いじめ、不登校及び児童虐待等への取組の充実 

◎ 学校組織の活性化 

◎ カリキュラム・マネジメントの充実 

◎ 学校間・地域間連携の推進 

 

４ 学校教育目標 
     昭和61年制定 

   平成16年改訂  

       進んで学ぶ子  
                 
     
 
 
 

                       心 の や さ し い 子  
                  
 
 

 
 

            明 る く げ ん き な 子  

 

 

 

   最 後 ま で や り ぬ く 子  
 

 
 
 
５ 校 訓「勤 勉・敬 愛」（平成25年度より設定） 

  教育目標の後ろ盾となるものであり、開校以来連綿として培われてきた理念とし

て設定する。 

   ・実践キーワード 勤勉＜希望・努力＞：敬愛＜挨拶、感謝、思いやり＞ 

   ・実践スローガン「すぐに始めよう！もっと繋げよう！」 

 

６ 本校の目指す姿 

 （１） 目指す子ども像 

① 様々な事象に関心を持ち、意欲的に学習する子ども 

② 他人をいたわり思いやるとともに、感謝の心を持つ子ども 

③ 進んで体を動かし、誰とでも仲良く行動できる子ども 

 

 知・徳・体の調和 

 的発達を目指し、 

 人間性豊かな子ど 

 もを育成する 
 

 

①目標や課題に向かって、最後まで取り組むことができる子ども 

②お互いに協力して、学習や活動ができる子ども 

③自分の責任を果たそうと努力することができる子ども 

①健康や安全に関心をもち、よい習慣を身に付けた子ども 

②だれとでも仲よく遊び、さわやかに明るく行動できる子ども 

③進んで体を動かし、楽しもうとすることができる子ども 

 

①他人をいたわり、思いやるやさしさをもった子ども 

②よいことと悪いことを判断し、進んで実行することができる子ども 

③挨拶がきちんとでき、心のこもった言葉づかいができる子ども 

④お世話になった人々に感謝の気持ちをもつことができる子ども 

①様々な事象に関心をもち、より深く知ろうと努力することができる子ども 

②自分の目標をもち、意欲的に学習することができる子ども 

③話を最後まで聞き、自分の考えをはっきり言うことができる子ども 

④基礎・基本と学習する習慣を身に付けた子ども 



 

 （２） 目指す教職員像 

① 愛情と熱意にあふれた、信頼される教育を行う教職員 

② 児童をよく理解し、日々の実践に生かす教職員 

③ 望ましい教室経営・環境づくりに励む教職員 

④ 常に研鑽を怠らず、教育実践に情熱を傾ける教職員 

⑤ 保護者・地域と積極的に連携協力し、期待と信頼に応える教職員 

 

（３） 目指す学校像 

〈児童〉   「楽しく学べる学校」 

〈保護者〉 「通わせて良かったと思える学校」 

〈地域〉   「応援したくなる学校」 

〈教職員〉 「やりがいのある学校」 

 

 

７ 本校児童の現状と課題 

 （１）生活面  

   ◯思いやりを持った児童が多く、異学年集団の中でも発達段階に応じて仲良く

取り組むことができる。 

   ◯高学年になるほど自己有用感が少なくなる傾向がある。 

   ◯大きな声での挨拶が不十分な児童が見受けられる。 

 （２）学習面 

   ◯基礎的な知識や学び合いの学習が定着しつつある。 

   ◯自分の思いや考えを発表したり、筋道を立てて説明したりする力に課題が見

られる。 

 

８ 年度の重点目標 

主体的に取り組むことで、 

自他の良さに気づくことができる子どもの育成 

〈３つの柱〉 

 （１）「文章読解力」 

    ◯「読み取る」力、聞き取る力、感じ取る力を身につけ、思考力・判断力・

表現力の向上につなげる 

    ◯国語科を中心とした校内研修（２年次）を推進する 

   

 （２）「主体的に取り組む力」 

    ◯少人数指導の特性を生かした授業の展開 

    ◯主体的・対話的で深い学びを追究する校内研修の推進 

    ◯ＩＣＴ機器の効果的な活用を通し、児童の意欲を最大限に引き出し理解度

を高められる授業改善 

 

 （３）「自他の良さに気づく力」 

    ◯道徳教育の充実 ◯異学年集団の効果的な活動の推進 

◯新型コロナウイルスを正しく理解し偏見をなくす指導の推進 

    ◯生徒理解を基盤とした生徒指導の推進 

    


